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１．はじめに 

 瀬戸内海は紀伊水道，豊後水道および関門海峡で外海とつながる我が国最大の閉鎖性水域である。当海域では高

度経済成長期には陸域からの栄養塩類（窒素・リン）負荷の増大により水質汚濁が進行し赤潮が頻発した。しかし

現在は貧栄養化が進行し，栄養塩濃度の低下が漁獲量の減少につながっているとの指摘もある 1)。そこで，播磨灘

東部海域に面する兵庫県では「豊かで美しい瀬戸内海の再生」をかかげ，栄養塩類管理計画を策定している。しか

し，海域中の栄養塩は植物プランクトン等の生態系に形態を変化させながら取り込まれるなど，複雑に循環してい

るため，その動態については不明な部分が多い。このような環境動態を予測するためには数値モデルの利用が有効

である。播磨灘のような浅海域の海水流動は摩擦速度， 潜熱， 及び顕熱フラックスなどが影響するなど大気環境

と密接に相互作用している。 そのため，正確な海洋のシミュレーションのためには， 正確な気象場の再現が不可

欠である。そこで本研究では大気海洋結合モデルを用いて播磨灘における栄養塩類の動態を解析することを最終的

な目標として，まずはモデルによる気象・海洋場の再現性評価を行った。 

２．方法 

 ２．１ モデル概要 

 海洋-大気-波-堆積物結合モデル COAWST（Coupled-Ocean-Atmosphere-Wave-Sediment Transport Modeling System）

バージョン 3.7 内部の気象モデル WRF（Weather Research and Forecasting  

model）および海洋モデル ROMS（Regional Ocean Modeling System）

を大気海洋結合モデルとして使用した。これらのモデル間で交換

される変数を表-1 に示す 2)。 

 ２．２ 計算条件 

 計算領域を図-2 に計算条件を表-2 に示す。解析対象期間は

2010 年 4 月から 2011 年 3 月とした。これらのモデルが双方向

に結合しており，大気と海洋の複雑な相互作用を再現するこ

とが可能になる。各モデルのそれぞれの Domain 1 と Domain2

は単方向に情報が送信されている。WRF の再現性評価には気

象官署における観測データ 3)を用いた。ROMS の再現性評価

には，兵庫県浅海定線調査より入手した水温および塩分の観

測データ 4)を用いた。 

３．結果及び考察 

 WRF Domain2 内の観測地点における 2010 年 4～12 月の，

気温（Tair），比湿（SH），風速（WS）の再現性について，図

-3 に日平均値の時系列変化，表-3 に各統計指標を Emery ら 5)

による下段括弧内に記載したベンチマークとともに示す。

WRF は，Tair，SH，WS の時間変動を良好に再現し，ほとんど

のベンチマークを満たした。以上よりモデルは計算領域の気

象場を良く再現できており，海洋場を計算するために使用さ

れる WRF の結果が信頼できるものであると示された。ここで 

表−1 モデル間で交換される変数 2) 

図−2 計算領域 

Symbol Explanation

WRF→ROMS Tair Temperature

RH Relative humidity

Patm Atmospheric pressure

U(V)wind East-West(North-South) wind speed 

cloud Cloud ratio 

rain Precipitation

SW(LW)rad Short wave(long wave) net heat fluxes

ROMS→WRF SST Sea surface temperature



 

は WRF Domain2 内の Tair，SH，WS の結果を示

したが，WRF Domain1 内や他の変数についても

同様の結果を確認している。 

４．まとめ 

 COAWST 内の気象モデル WRF は瀬戸内海周

辺の気象場を良好に再現し，その結果が海洋場

の境界条件に使用する妥当性が示された。 

ここでは気象場の結果のみを示したが ROMS

による海洋場の再現性評価については，発表の

際に言及する。 
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図−3 Tair の時間変動 

表−3 観測平均値，計算平均値および統計指標およびベンチマーク 

図−4 SH の時間変動 図−5 WS の時間変動 
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表−2 計算条件 

Number of data Observed average Calculated average R MBE MAE RMSE IA

Tair [℃] 310118 19.17 18.47 0.94 -0.70 1.93 2.74 0.97

(|MBE|< 0.5) (< 2) (0.8 <)

SH [g/kg] 309903 10.91 10.15 0.96 -0.77 1.18 1.69 0.97

(|MBE|< 1) (< 2) (0.6 <)

WS [m/s] 310043 2.83 3.07 0.61 0.24 1.34 1.82 0.78

(|MBE|< 0.5) (< 2) (0.6 <)
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